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保健指導）及昨年の基本健康診査（採

　
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
三

大
成
人
病
の
中
で
、
心
臓
病
は
脳
卒
中
を
抜
い
て
、

死
亡
原
因
の
第
二
位
で
あ
り
、
一
位
の
が
ん
と
と

も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
脳
卒
中
は
減
っ
て
は
き
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
中
味
を
み
る
と
、
脳
出
血
に
代
わ
っ
て
脳
梗

塞
が
増
え
、
そ
れ
に
よ
る
痴
呆
性
老
人
の
増
加
な

ど
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
健
康
診
査
は
、
こ
の
よ
う
な
病
気
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
健
康
診
査
に
、
心

電
図
・
眼
底
・
血
糖
・
貧
血
な
ど
の
検
査
を
加
え
、

総
合
的
に
判
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
気
や
将

来
病
気
に
つ
な
が
る
よ
う
な
異
常
を
早
期
に
発
見

し
、
治
療
や
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

充
実
さ
れ
た
基
本
健
康
診
査

　
今
年
の
健
康
診
査
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
検
尿
（
た
ん
臼
・
糖
・
潜
血
）
、
身
体
測
定
（
身

長
・
体
重
）
、
問
診
（
既
往
歴
な
ど
）
、
心
電
図

検
査
、
診
察
、
血
液
検
査
（
肝
機
能
・
腎
機
能
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
・
血
糖
）
、

医
師
の
指
示
に
よ
る
眼
底
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）
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日
程
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
、
八
月
四
日
（
月
）
か
ら
八
月
十
二
日
（
火
）
ま
で
の

七
日
間
（
土
・
日
は
除
く
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

　
行
政
バ
ス
で
の
送
迎
も
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
が
受
診
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
（
行
政
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
・
時

間
は
個
人
通
知
の
受
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　平成9年度
基本健康診査日程表

　　　　会場　保健センター

月　日 対象地区名

8月4日（月） 三本・上新田

8月5日（廻
上押切・下押切

樋春北・樋春南

8月6日㈱
成沢（上・下）

中央2・3丁目

8月7目休）
御正新田（上・下）

野原

8月8日㈹ 小江川

8月1旧（月） 塩・板井

8月12日㈹
須賀広・パークシティ

柴・千代・中央1丁目

健
康
診
査
を
受
け
る
前
に
…

1
昼
食
を
と
ら
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
血
液
検
査
の
中
で
、
中
性
脂
肪
や
血
糖
は
、
食

事
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
数
値
が
上
昇
し
や
す
い

な
ど
、
一
般
的
に
食
事
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た

め
、
当
日
の
昼
食
は
で
き
る
だ
け
と
ら
ず
に
、
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

朝
食
は
午
前
八
時
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
よ
う
。

　
な
お
、
受
診
す
る
ま
で
の
間
、
水
・
お
茶
な
ど

の
甘
く
な
い
飲
み
物
は
、
飲
ん
で
も
さ
し
つ
か
え

あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
に
は
、
お
茶
・
麦
茶
を
用
意

し
て
お
き
ま
す
の
で
、
お
に
ぎ
り
な
ど
を
持
参
し
、

受
診
後
、
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
の
も
よ
い
か

と
思
い
ま
す
。

2
健
診
前
日
は
、
い
つ
も
よ
り
早
め
に
寝
る
な
ど
、

　
睡
眠
時
間
を
十
分
と
る
よ
う
に
心
掛
け
て
／
、
だ

　
さ
い
。

参加しましょう一
している健康づくり教室

ンス教室♪♪♪

軽に参加できる教室です。

楽に合わせて体を動かし、

解消。

ング教室

ング指導士を招いて、ウォ

理論を勉強した後、ウオー
てさわやかな汗を流します。
（12～3月）

で実施します。調理台を囲
やってみませんか。

健康づくり教室（10月～）

一ションやオシャレの仕方

いろなものを取り入れて実

心身ともにリフレッシュし

　
　
て
ス
に
に
消
グ
グ
論
さ
12
実

参
し
ン
軽
楽
解
ン
ン
理
て

ひ
整
癒
蕩
嘆
魏
蓼
儀
鍔
喫

ぜ
で
ズ
で
し
不
オ
オ
ン
グ
理
リ
楽
リ
ラ
、
ま
よ

　
　
町
リ
誰
楽
動
ウ
ウ
キ
ン
調
シ
で
シ
リ
ど
し
し

　
　
　
・
　
　
運
・
　
一
キ
・
　
ん
・
　
な
施
ま

※その他、健康づくりの自主グループ

としてウォーキングやソフトエアロビ
クスもあります。

保健衛生課　a36－1521せ合問

　『一　　　一．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　』』一ザ

健
診
を
受
け
た
あ
と
は
：

　
要
医
療
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
主
治
医
や
専
門
医
の
診
断
や
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　
要
指
導
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
医
師
を
は
じ
め
、

保
健
婦
や
栄
養
士
か
ら
、
日
常
生
活
や
食
生
活
に

関
す
る
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、

成
人
健
康
相
談
（
毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
中
）
を

利
用
し
た
り
、
健
康
づ
く
り
事
業
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
保
健
婦
に
よ
る
訪
間
指
導
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
異
常
な
し
と
判
定
さ
れ
た
人
も
良
い
健

康
状
態
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
前
向
き
な

健
康
づ
く
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
毎
年
基
本
健
康
診
査
の
受
診
を
！

　
成
人
病
の
初
期
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
間
に
発
生
し
た
異
常
や
病

気
を
で
き
る
だ
け
早
く
見
つ
け
て
、
適
切
な
指
導

や
治
療
を
受
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
基
本
健
康
診
査

の
最
も
重
要
な
目
的
で
す
。

　
八
年
度
は
、
八
〇
六
名
の
人
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
（
七
年
度
よ
り
も
六
四
名
増
え
て
い
ま
す
）
。

ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
毎
年
続
け

て
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
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第
二
日
目
ナ
パ
・
ヴ
ァ
レ
ー
．
ナ
パ
・
ア
ウ
ト
レ
ツ
ト

　
暗
闇
の
中
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
灯
り

が
た
く
さ
ん
見
え
る
。
ま
だ
五
時
と
い

う
の
に
通
勤
の
車
が
走
っ
て
い
る
。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
朝
は
早
い
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
時
差
が
三
時
間
あ
る
た
め
、
金

融
関
係
で
働
い
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
時
間
に
合

わ
せ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
会
社
が
九
時
に
始
ま

る
の
な
ら
当
然
六
時
、
終
わ
る
の
も
三

時
間
ず
れ
て
い
く
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
地

元
の
企
業
や
商
店
は
別
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
午
前
中
の
訪
間
先
ナ
パ

・
ヴ
ァ
レ
ー
に
向
か
っ
て
ホ
テ
ル
を
九

時
に
出
発
し
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
北
へ
約
七

十
キ
ロ
、
途
中
、
バ
ス
の
中
か
ら
映
画

「
タ
ワ
ー
リ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ビ
ル
「
バ
ン
ク
・

オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
」
や
「
ダ
ー
テ
ィ
ー

・
ハ
リ
i
」
に
出
て
く
る
坂
道
を
見
な

が
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を

渡
り
、
国
道
一
〇
一
号
線
を
北
上
、
住

宅
地
を
通
過
し
た
頃
か
ら
左
右
に
小
高

い
丘
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
に
は
放
牧

さ
れ
た
牛
馬
が
限
り
な
く
広
い
牧
草
地

で
、
の
ん
び
り
草
を
食
ん
で
い
る
の
が

目
に
映
え
る
。
や
が
て
田
園
地
帯
へ
と

景
色
が
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
地
域

は
、
最
近
豪
雨
が
襲
い
、
民
家
や
農
作

物
に
多
大
の
被
害
を
与
え
た
の
を
テ
レ

ビ
で
見
た
記
憶
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
影

響
が
ま
だ
残
り
、
河
川
の
流
域
で
は
、

牧
草
地
が
海
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
谷
間
を
走
る
州
道
に
入
る
と
ヴ

ァ
イ
ン
ヤ
ー
ド
（
ブ
ド
ウ
畑
）
が
広
が

っ
て
い
る
。
ブ
ド
ウ
の
作
り
方
は
三
種

類
あ
り
、
丁
型
・
Y
型
・
1
型
と
言
わ

れ
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
利
用
し
て
一
本
の
木

か
ら
左
右
に
振
り
分
け
る
丁
型
、
一
本

の
木
を
芯
を
止
め
て
Y
型
の
二
本
に
し

て
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
う
の
と
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
わ
ず
一
本
の
成
木
だ
け
で
作
る
1

型
と
に
地
形
に
よ
り
変
え
て
い
る
。
成

木
に
な
っ
て
十
～
十
五
年
く
ら
い
で
廃

木
に
な
る
の
で
、
す
で
に
成
木
の
根
元

に
次
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
休

耕
し
な
い
で
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で
き
る
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
こ
と
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ベ
イ
・
エ
リ
ア

に
は
、
約
五
〇
〇
、
ナ
パ
・
ヴ
ァ
レ
ー

で
は
約
］
五
〇
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
ワ
イ

ン
工
場
）
が
あ
る
。
そ
の
中
の
セ
ン
ト

・
ス
ペ
リ
ィ
工
場
を
視
察
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ワ
イ
ン
の
歴
史
は
意
外

に
古
く
、
東
海
岸
で
は
十
六
世
紀
中
頃

に
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
気
候
の
関
係

で
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

雨
の
少
な
い
地
中
海
性
気
候
が
ブ
ド
ウ

栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
八

世
紀
の
中
頃
か
ら
こ
の
地
で
盛
ん
に
つ

く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
米
一
の
生

産
地
と
な
っ
た
。
セ
ン
ト
・
ス
ペ
リ
ィ

工
場
は
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
人
が
経

営
し
て
い
た
。
一
八
八
二
年
に
建
て
ら

れ
た
ブ
ド
ウ
畑
の
中
に
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト

長
谷
川
め
美

駒
井
健
次

リ
ア
調
の
建
物
（
ワ
イ
ナ
リ
ー
記
念
館
）

の
中
で
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
過
程
や
ワ
イ

ン
の
歴
史
を
見
学
し
た
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
記
念
館
や
ブ
ド
ウ
畑
の

ま
わ
り
に
は
、
ロ
ー
ズ
ブ
ッ
シ
ュ
と
い

う
植
物
が
植
え
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
ブ

ド
ウ
の
木
に
つ
く
害
虫
を
寄
せ
つ
け
な

い
た
め
だ
そ
う
だ
。

　
ナ
パ
・
ヴ
ァ
レ
ー
の
端
か
ら
端
ま
で

は
か
な
り
広
く
、
温
度
差
も
五
～
六
度

違
い
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に
も
い
ろ
い
ろ
工

夫
さ
れ
て
い
た
。

　
ワ
イ
ン
の
ビ
ン
の
種
類
に
も
歴
史
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ワ
イ
ン
の
場
合
、
基

本
的
に
臼
が
な
で
肩
で
、
赤
が
い
か
り

肩
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
発
酵
樽
は
、
現
在
は
ア
ル
ミ
製
の
も

の
を
使
っ
て
い
る
。
発
酵
後
、
樫
の
木

の
樽
に
詰
め
、
ね
か
せ
て
お
く
。
高
級

の
も
の
に
は
、
「
フ
レ
ン
チ
・
オ
ー
ク
」

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
木
を
使
う
。
ア
メ

リ
カ
の
樫
の
木
は
、
安
い
が
香
り
が
あ

ま
り
よ
く
な
い
そ
う
だ
。

　
昼
食
後
、
も
う
一
ヶ
所
の
視
察
先
、

世
界
各
国
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
取
り
扱

っ
て
い
る
間
屋
が
集
結
し
て
、
小
売
直

売
店
舗
を
出
し
て
い
る
「
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
へ
十
四

時
到
着
。

　
平
日
の
た
め
か
顧
客
が
少
な
く
感
じ

た
が
、
駐
車
場
を
広
く
と
り
、
典
型
的

な
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
車
社
会
の

ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
と
痛
感
す
る
。

　
衣
料
品
、
雑
貨
、
カ
バ
ン
な
ど
多
種

多
様
の
商
品
と
五
十
店
舗
程
が
軒
を
並

べ
、
市
価
の
二
〇
～
三
〇
％
も
安
く
提

供
し
て
い
る
。

　
日
本
の
卸
売
流
通
と
類
似
し
て
い
る

が
、
顧
客
が
価
格
交
渉
す
れ
ば
そ
れ
に

応
え
て
く
れ
る
と
い
う
か
ら
、
利
用
者

は
知
恵
を
絞
り
週
末
に
集
中
す
る
と
の

こ
と
。

　
十
五
時
三
十
分
、
ア
ウ
ト
レ
ツ
ト
を

出
発
し
、
往
路
と
は
別
の
「
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
」
を
渡
り
ホ
テ
ル
ヘ
十
六
時
三
十

分
無
事
到
着
す
る
。

14）
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農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
、

倉
庫
、
資
材
置
場
や
駐
車
場
な
ど

「
農
地
を
農
地
で
な
く
す
こ
と
」

を
い
い
ま
す
。

※
転
用
の
種
類

　
一
、
農
地
法
第
四
条

　
農
地
の
所
有
者
が
自
分
の
農
地

を
農
地
以
外
で
使
用
す
る
場
合

　
二
、
農
地
法
第
五
条

　
農
地
を
転
用
目
的
で
買
っ
た
り

借
り
た
り
す
る
場
合

※
転
灘
す
る
農
地
は
ど
こ
に
あ
る

か　
江
南
町
は
都
市
計
画
法
に
よ
り

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
農
地
が
ど

ち
ら
の
区
域
に
あ
る
か
で
転
用
の

手
続
き
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　
一
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
の
転
用
は

必
要
書
類
を
農
業
委
員
会
へ
届
出

す
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
二
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農

地　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
の

転
用
に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。
必
要
書
類
を
農
業
委
員

会
に
提
出
す
る
と
審
査
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、
農
業
委
員
会
の
意
見
を

つ
け
て
県
へ
進
達
さ
れ
許
可
・
不

許
可
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　・、、

　寵』弓笹　言梶妻ξ妻

　　㌧．＿蕊，藷鵡△驚

　　　’鞭醜ず，1　匁、 ぞ∠

△』置、△、』』☆

1∵◇7摩磨◇☆逆
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Q
　
な
ぜ
農
地
の
転
屠
に
は
許
可

が
必
要
な
の
で
す
か
？

o
農
地
は
食
料
・
農
業
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
し
か
し
、
い
っ
た
ん
、
住
宅
・

道
路
な
ど
に
転
用
さ
れ
る
と
二
度

と
農
地
と
し
て
の
利
用
は
不
可
能

で
す
。

o
乱
開
発
に
つ
な
が
る
無
計
画
な

転
用
や
無
断
転
用
は
、
地
域
の
農

業
、
農
地
の
大
き
な
迷
惑
と
な
り

ま
す
。農
地
の
埋
立
て
等
に
は

　
　
　
　
届
出
・
許
可
を
ノ

　
農
地
の
有
効
利
用
を
計
る
目
的

で
田
畑
の
改
良
を
し
よ
う
と
す
る

人
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ
届

出
・
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　
無
料
で
農
地
改
良
を
や
っ
て
や

る
と
い
っ
た
話
に
乗
っ
て
、
土
を

売
ら
れ
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
を
埋

め
ら
れ
た
り
、
基
準
以
上
の
高
さ

に
土
を
盛
り
上
げ
て
、
隣
接
の
耕

作
者
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。

　
所
有
者
は
被
害
防
止
に
努
め
、

必
ず
届
出
も
し
く
は
、
許
可
を
受

け
て
か
ら
工
事
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

農地に関するこ相談を承ります

農地を貸したい
農地を借りたい　　［画

β，餓

紹
、

策
策
対
対
続
金
相
年

〃
”
一
．

　
姜

農地を売りたい

農地を買いたい ”　　　鵬1

　”　　　1曾1

　引　　　　　　　　　　　●　●
〃　　・　ク　　　　）
　　　　噛、隻

農作業を委誘したし、

農作業を受託したい

　91　　．

　　　￥
　　　　　”
，●

睦
　
　 ，璽

，1

　　　　　　蹄

問
合
せ
　
江
南
町
農
業
委
員
会

三
六
ー
一
五
二
文
内
線
二
三
一
）
（5）



身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

講饗

奪

灘 謙雛、

り
漏
　
難

卜ζFツワス

信号機新たに三基

　4月7日（月）に成沢赤城神社東、6月2

日（月）にゼリア新薬工業㈱の西、小江川三

角理容店前にそれぞれ信号機が設置され

ました。

　この三ヶ所は、いずれも小・中学生の

通学路となっており、交通安全上、危険

な場所として住民から信号機の設置の要

望が出ており、埼玉県公安委員会及ぴ熊

谷警察署の現地確認の上、設置されたも

のです。

．
『
0
互
O
ω

7月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●11●16●21●26●31 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　●　7　●12●17　●22●27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　●　8　・13・18・23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
5　●　10●　15　●20●25　●30 ㈱光　栄　建　設 36－1052

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

（6）



トピ・り’7ス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

燕

、雛

　4月27日（日）、三本地内の用水路をせき

とめ、マス600ぴきを放流し、マスつり

大会が行われました。

　午前9時から始まったつり大会は、大

人から子供まで約120名が参加し、天候

にも恵まれ十分楽しみました。

　きヒ

灘雛

の
〇
五
〇
』
。 ゴミゼ圓運動

　6月1日（日）に町内一斉でゴミゼロ運動

が実施されました。

　重点地区を中心とした昨年までと違い、

今年からは町内一斉で、環境美化を目的

として行われました。当日は、多数の人

が参加し、朝早くから道路わきや山林、

沼などに捨てられているゴミや空きカン

などが拾い集められました。

子育て支援教室

　5月30日働、文化会館において、母子

愛育会の主催による子育て支援教室が開

かれ、42組の親子（1～3歳児を対象）が

集まり、元気いっぱい楽しいひとときを

すごしました。

　親子遊びや紙ひこうきづくり、一番好

評だったのは、電車ごっこでした。また、

愛育会の役員による「おおかみと七ひき

の子やぎ」も楽しい劇で、大変好評でし

た。

交通事故防止のために

　成沢区から、成沢第一・成沢第二老人

クラブヘ、自転車の反射材が贈られまし

た。

　これは、夕方から夜間の外出に対し、

自転車が確認できるよう反射材をつけて

もらい、交通事故から高齢者を守ろうと

いう思いから贈られました。

（7）
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一
雪

・
こ
心
お
△
う

一ゼ

　
「

　
町
で
は
、
妊
婦
さ
ん
が
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
、

明
る
く
、
の
び
の
び
と
し
た
気
持
ち
で

毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
母
親
学
級
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
は
じ
め
て
妊
娠
を
知
ら
さ
れ
た
時
の

気
持
ち
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

嬉
し
さ
の
あ
ま
り
涙
が
あ
ふ
れ
た
人
、

あ
る
い
は
不
安
や
心
配
、
戸
惑
い
な
ど

で
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
人
、
い
ろ

い
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
あ
な
た
の
お
腹
の
中
に
は
新
し

い
小
さ
な
命
が
育
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
産
め
る
と
い
う
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
妊
娠
・
出
産
と
い
う
人
生

で
も
っ
と
も
充
実
し
た
こ
の
時
を
、
自

信
と
勇
気
を
も
っ
て
過
ご
せ
る
と
い
い

で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
』
レ
、

　
妊
娠
し
た
そ
の
時
か
ら
、
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん
が
ふ
た
り
で
ひ
と
つ
の
体

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
な

っ
た
ら
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
す

く
す
く
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
お
母

　
　
　
　
　
　
　
　
。
一
承
ヤ

心
保
億
掬簸

さ
ん
自
身
、
休
息
・
睡
眠
・
栄
養
を
十

分
に
と
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
お

母
さ
ん
の
心
身
の
安
定
に
は
、
夫
や
家

族
の
協
力
が
必
要
で
す
。
い
た
わ
り
や

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
、
夫
婦
・
家
族

で
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
年
に
二
回
、
三
日
間
で
一
コ

ー
ス
の
母
親
学
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

助
産
婦
か
ら
お
産
の
説
明
を
聞
い
た
り
、

楽
し
く
調
理
実
習
を
し
な
が
ら
妊
娠
中

の
栄
養
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
赤
ち
ゃ

ん
の
世
話
や
お
風
呂
の
入
れ
方
を
実
習

し
た
り
な
ど
、
実
際
に
役
立
つ
内
容
で

す
。
　
さ
ら
に
、
お
母
さ
ん
同
士
の
お
友
達

作
り
の
良
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
の
感
想
で
は
、
　
「
初
産

な
の
で
全
て
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
気
軽

に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
て
心
強
か
っ

た
己
　
「
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
参

加
で
き
た
凶
　
「
と
て
も
役
に
立
っ
た
凶

「
い
ろ
ん
な
人
と
友
達
に
な
れ
、
お
し

鱒蚤
f一 1bヤ
碇「・

蔭

匡暑
　雇r西ン

　　　，〕璽

鵡＿♪L㌧・

～鉢」．

＝1r
一・

や
べ
り
も
で
き
て
良
か
っ
た
已
な

好
評
で
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
母
親
学
級
へ

人
も
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

大
歓
迎
で
す
。

駈
入
な
ど
，
　
　
　
、
門
、
遇
知
が
い
，

合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
ヂ
”
、
お
問
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

開
催
日

　
平
成
九
年
％
㈹
、
％
樹
、
蕎

　
平
成
十
年
％
㈹
、
矯
㈹
、
誘

申
込
み
は
保
健
衛
生
課
ま
で

ゴ　～、

8溜
　帰　／　’甲　　　　　　　　　』［

　降　’　　－　σ　　■

』
F
義

，

1
ー

　
五
月
十
一
日
、
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
大

会
は
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
と
中
央
ク
ラ
ブ
が

優
勝
、
上
新
田
と
御
正
が
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
須
賀
広
、
上
新
田
、
野
原
、
下
押
切
、

　
ク
ィ
ー
ン
ズ
、
小
江
川
リ
バ
ー
ス
、

　
千
代
、
御
正
、
中
央
ク
ラ
ブ

●
決
勝
戦

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク

　
ク
ィ
ー
ン
ズ
　
ニ
ー
○
　
上
新
田

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク

　
中
央
ク
ラ
ブ
ニ
ー
］
御
正

　
五
月
二
十
五
日
と
六
月
一
日
の
二
日

間
、
町
民
野
球
大
会
が
運
動
公
園
と
江

南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
、
参
加
し
た
十
ニ
チ
ー
ム

の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
三
本
ク
ラ
ブ
が

優
勝
、
中
央
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
決
勝
以
上
）

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
出
場
チ
ー
ム

　
中
央
ク
ラ
ブ
、
Z
i
ブ
ラ
ッ
ク
ス
、

　
御
正
ク
ラ
ブ
、
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ
、

　
小
江
川
娯
楽
会
、
板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ

　
ブ
、
御
正
プ
リ
ン
ス
、
江
南
南
会
、

　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ
、
成
友
ク
ラ
ブ
、

　
千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
三
本
ク
ラ
ブ

（8）
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7月のカレンダー

　　　　　　　おはなし会のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノて・日程　7月12日（土）　7月26日（土）　　　　4刻

i鞭驚噺年後・時櫓
・内容　紙芝居・絵本　ほか　　　　　　　　＼と

　　　夏休みこどもビデオ鑑賞会のお知らせ
・日程　7月27日（日）8月3日（日）8月17日（日）
・場所　ピピア　会議室A
・時間　午後1時30分～午後2時30分

土
5
1
2
1
9
2
6

金
4
1
1
1
8
2
5

木
3
1
0
1
7
24
⑳

水
2
9
1
6
2
3
3
0

火
①
8
⑮
⑳
2
9

月
⑦
⑭
2
1
⑳

日
　
6
1
3
2
0
27
・開館時間　午前9時～午後5時
・●印は休館日

（分野別に抽出しましたがこの他にもたくさん新着本があります。）

　　　　　　　　　　　　　☆〈児童書〉

　　　（著　者）　　　　i　　　　（書　名）　　　　　　　　（著　者）

　　メアリ・ヒアシンク　i　親と子で語る性のはなし　　　ロビーH．ハリス

　　辺見庸i地震なんでも質間箱　横山裕道
　　マザー・テレサ　　　i　原発を考える50話　　　　　　西　尾　　　漠
　　連　城　三紀彦　　　i　なぞなぞクイズ学校5　　　　　大　高　ゆきお
：説かぶと木励悟　　　i　どうぶつのおっぱい　　　　　わしお　としこ
　　佐々木　賢太郎　　　i　屋根裏部屋のエンジェルさん　　ダイアナ・ヘンドリー

　　渡辺淳一　iあの子はなぞのスーパーガール早川真知子
　　桐谷浩史　iのんびり森のぞうさん　　かわきたりょうじ
　　岡田芳朗　 iズーム、エジプトをゆめみて　ティム・ウィン・ジョーンズ
　　池田菊敏　iカレーライスがにげだした　しばはらち

新着図書案内

　
　
ク

　
　
ン

　
　
シ
庸
サ
彦
悟
郎
一
史
朗
敏

　
ー
ア
　
レ
紀
励
太

　
者
ヒ
　
テ
三
木
賢
淳
浩
芳
菊

　
著
リ
見
一
城
叱
木
辺
谷
田
田

　
（
ア
　
ザ
　
、
ゆ
々

　
　
メ
辺
マ
連
か
佐
渡
桐
岡
池

　
　
　
　
　
　
説

　
　
　
　
　
　
序
　
　
　
典

　
　
　
　
　
　
究
　
　
　
事

　
　
記
　
　
　
研
　
下
　
き
手

　
）
手
　
　
　
ン
ん
・
メ
解
2

　
名
の
と
サ
　
オ
め
上
ス
み
4

〉
　
親
び
レ
　
リ
ご
　
ス
読
の

書
書
母
人
テ
　
ゲ
、
園
の
み
生

般
（
7
う
・
　
ン
ん
　
ソ
よ
羽

一
　
5
食
一
女
ア
さ
楽
パ
こ
、

〈
　
1
の
ザ
　
ヴ
母
　
じ
代
才

☆
　
0
も
マ
美
工
お
失
お
現
天

〈児童書〉

　ティモシーとサうφパーティー芭蕉みどり著

　　ティモシーとサラの家の隣りに、女の子の家族が引っこして
　きました。友だちになろうと、サラが声をかけましたが、その
　子は知らん顔をしています。ティモシーとサラはどうしたらよ
　いのかと考えます。

　かわいいふたごのこねずみ、ティモシーとサラのおはなし。
シリーズで出版されていて、図書館にも3話あります。かわいい
メルヘンの世界へどうぞ。

図書の紹介
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　ならさかのぽって納めることがで

　きます（追納）

・追納すると年金額は、通常になり

　ます。卒業して就職したとき早目
　に納めでください。

食中毒に気を付けましょう！

　夏場は、高温、多湿のため、食中

毒事故が発生しやすい季節であり、

また、昨年に引き続き、病原性大腸

菌0－157の感染患者が発生したり

種々の食中毒が多発しています。

　特に体調が悪いと、食中毒にかか

りやすくなります。

　しかし、0－157をはじめ食中毒

を防ぐのは難しいことではありませ

ん。次のことを守って健康に過ごし

ましょう。

・調理前や用便後には、必ず石けん

　で手を洗いましょう。

・ふきんやまな板は、清潔なものを

　使い、使用後は、洗剤で洗って、

　熱湯、塩素系の漂臼剤等で消毒し

　た後、よく乾燥させましょう。

・調理したものは早めに食べ、長時

　間室温に放置しないようにしまし

　ょう。

・煮焼きして食べる食品は、中まで

　火がとおるようにしましょう。

・生もの等は冷蔵庫に（5℃以下で）

　保管しましょう。

問合せ　熊谷保健所智23－2811

受付期間鵜鯖i畿）　暑癖㊥韓働
試験期間　平成9年9月17日から

募集内訳　2等陸海空士・曹候補士・　　　　　9年度の年金額は
　　　　一・般曹候補学生・航空学　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　据λ置かれます
　　　　生（パイロット）・防衛

　　　　大学校生・看護学生（女　　　　　　～年金受給者のみなさんへ～

　　　　子のみ）　　　　　　　　　　　平成9年度の年金額は変わりません

　お問い合わせ及び資料請求は、自　　　　　平成8年の消費者物価上昇率が0．

衛隊埼玉地方連絡部熊谷募集事務所　　　　1％ということで、本来なら9年度

まで　熊谷市末広2－119智22－4855　　　の年金額は0．1％引き上げなければ

彩の国　　　　　　　　　　　　　　　　ならないのですが、8年度に0．1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　引き下げなければならないところを
　青年会議スタッフ募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　特別措置として据え置いているため
内　容　地域活動推進の事業を自主　　　　この埋め合わせで9年度の年金額は

　　　的に企画・運営するボラン　　　　据え置かれます。

　　　ティアスタッフを募集

任期任期は約2年で県が委嘱　　　　　　　学生のみなさん
対　象　概ね20～30歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険料の免除制度があります
定　員　10人程度（選考）

申　込　7月18日㈲必着で、各市町　　　　　国民年金の保険料は毎月納めるこ

期　日　村青少年担当課にある申込　　　　とになっていますが、経済的な理由

　　　書で申請　　　　　　　　　　　などで納めることができないときは

申込・　県北部生活センター　　　　　　　ご相談ください。

問合せ　費24－1110　　　　　　　　　　学生の「免除」は

暑“る〕偲〕施　●潔灘麟欝参準とは
　　行政・心配ごと相談　　　　　　●保険慧が免除され歪かどうかは親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　元世冊の所得状況によってきまり
　日常生活での困りごとや行政に対　　　　　ます。

する不満などのあるかたは、お気軽　　　　　「免除」を受けた期間は

にご相談ください。　　　　　　　　　　　・免除の手続きをすると年金を受け

日時7月22日（幻　　　　　る権利が保障されます。ただし、
　　　午前9時30分から正午　　　　　　　免除を受けた期間の年金額は、通

場　所　勤労福祉センター　　　　　　　　　常の％になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・免除された期間は、過去10年以内

　初夏北史初初初夏風ビ初産　夏立側蹟夏夏夏初二夏衣　のちの行やややめ1の千　宿て窓飯風漬光嬰ル風す　窓瀞開盛に物とはのぺ陽　ににけ山ほ樽風よトダに　野船らにぐをのちンルひ　猿歌れ初る眠精よネもら　の流て夏るらがちル軽ひ　もれ夏の旅せ舞歩抜くら裏鎌蹄聡雨盤田る禦灘編脚季暮離
　しマ　　　トむ初連夏清げ直ツ孫道育とモ牧夏加れまの乙次江工一子子よ子子の津つ風～
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合同講演会開催

　今年も、社会を明るくする運動と

青少年健全育成町民会議による合同

講演会を開催します。みなさんおさ

そいあわせの上、ご参加ください。

日時7月19日仕）

　　　午後1時30分開演
場所総合文化会館ピピアホール
講　師　松島　トモ子　氏

　　　　（女優・歌手）

　　　4歳の時から人気子役とし
　　　て、鞍馬天狗などの映画に

　　　出演。英語で司会ができる

　　　タレントとして活躍。アフ

　　　リカでテレビの取材中にラ

　　　イオンとヒョウに襲われた

　　　話は有名。

演題「多くの人たちとの
　　　　　　出合いのなかで！」

　　　入場は無料です。

船木スポーツセンター

プール開催日のお知らせ

開催日　7月6日（日）、12日（土）、13日

　　　（日）、19日（土）、20日（日）

　　　7月21日から8月31日まで
　　　は毎日開催しますが、月曜

　　　日はお休みになります。

　　　9月6日（土）、7日（日）、13日

　　　（土）、14日（日）

　　　　　　　　　　　　五
　　　　　　　小野鈴清月
　　　　　　　林本木野中
　　　　　　　　　　　　届
　　　　　　　廣　　幸　　出
　　　　　　　子静三勉

70675045年
歳歳歳歳齢
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問

平成9年度
町職員採用試験

職務の内容及び採用人員

　　　・一般行政事務　若干名

受験資格　男女を問わずつぎの人が

　　　　受験できます。

　　　　昭和47年4月2日から
　　　　昭和55年4月1日までに
　　　　生まれた人。（学歴不間）

試験日時及び場所

　　　◎筆記試験…9月21日（日）

　　　　立正大学
　　　◎口述試験
　　　　10月に町役場で予定
合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者に対して

　　　　‘よ町役場掲示場に掲示。

申込手続　応募書類に必要な事項を

　　　　記入して、総務課へ提出

　　　　してください。なお、郵

　　　　送により申し込む場合、

　　　　封筒の表に（採用試験）

　　　　と朱書きしてください。

受付期間　8月1日から8月8日の
　　　　午前8時30分から午後5
　　　　時まで受付。郵送の場合

　　　　は8月8日までの消印が
　　　　あるものに限ります。

書類の請求　役場総務課に請求して

　　　　ください。

問合せ役場総務課a36－1521
　　　　内線226・227

警察官募集
　埼玉県警察では警察官を次のとお

り採用する予定です。次代を担う治

安のスペシャリストとして、ファイ

トあふれる若者をお待ちしています。

募集男子警察官1類、II類、Ill類

　　　婦人警察官II類、III類

　　　武道・体育指導m類

資格1類21～29歳の大学卒業
　　　　　　（見込み）の人

　　　II類　19～29歳の短大・専

　　　　　　修学校卒業（見込み）

　　　　　　の人
　　　m類　17～29歳の1類、II
　　　　　　類以外の人

　　　武道　m類の資格を有し一
　　　体育　定の条件を備えた人

受付7月1日（幻一8月8日騰『
期　問　で

※その他詳細については、熊谷警察

署警務課（智26－0110）または、交

番、駐在所でおたずねください。

自衛官採用のご案内

　防衛庁では来春採用予定者の受付

及び試験をつぎの日程で開始いたし
ます。

応募資格　平成10年4月1日現在

　　　　18歳以上27歳未満の人

　　　　　（募集種目により年齢規

　　　　定及び受付期間が違いま

　　　　すので、細部については
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平成9年　救急車出動状況

救急出動状況 5　月 累　計

交　　　　　　　通 5件 31件

般　負　傷 1件 7件

急　　　　　　病 15件 81件

そ　　　の　　　他 3件 24件

合　　　　　　　計 24件 143作
（1D



⑭登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課智36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

　　　　ゆう　　き

柏木雄貴ちゃん禽
　平成8年7月15日生

両親｛貿ど艦柵、，

　お兄ちゃんにまけずに元

気に頑張っています。

　健康で素直に育ってほし

いと思います。

　　　　み　　　ほ
小川　美穂ちゃん＠
　平成8年8月25日生

両親｛1轟激押切

　我家の美穂姫は、ただ今

イタズラ盛り。でも、ほど

ほどにして、大きなケガだ

けはしないでね。

　　　ゆう　　か
田口悠華ちゃん＠
　平成8年9月20日生

両親麟子獣千代
　人形みたいニコニコ。家

の中では、パパが一番好き

だから、追いかけています。

はつらつで元気に偲いや
りのあるやさしい子に育っ

てくれる事を願っています。
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、

　　　　すず　　か

吉野涼香ちゃん＠
　平成8年7月12日生

両親｛讐難板井
　いっもいたずらをして、

お姉ちゃんやお兄ちゃんに
しかられている涼香です。

　これからもきょうだいで

仲良くやさしい子に育って

ほしいと思います。
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